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緒 言

　幼児期の栄養所要量は体重あたりでは成人のそれの2～3倍にもおよび，また消化器も未発達な

ので，これを1日3回の食餌で賦うことは困難であり，間食が必要となる。したがって幼児の聞食

は，栄養素の補給と，感情的欲求を満たし，また身体的な休息を与えるという視点から，食餌の重

要な「部分として考えられなければならないb近年，幼児期栄養指導にっいての関心が高痒り・幼

児食の実態の把握1）”4）が詳細に行なわれ，それに基く実践への提言も活発になされており，同時

に幼児の間食にっいても種々の問題点5・6）が指摘されている。著者が1966年に行なった山村幼児の

間傘栄養調査7）によると，幼児の間食は一日の摂坂栄餐量のおおよそ30％を充たしていた。その後

社会的，時代的推移により，経済的事1青や生活環境の変化の見られた該地区を1971年に再び訪れ，

最近5年間の幼児の間食栄養の変動にっいて検討し，先に報告した該幼児の栄養状況の推移8）にも

照らして考察したので，その成績を報告する。

調　査「方　法

　1．　対象地区の概況

　調査対象地区の新潟県中頸城郡吉川町尾神は，標高400ロ1の山腹に位する起伏の多い2級僻地で，

入口約270人，世帯数54戸（非農家数4戸），平均耕作面積，田50a，畑10aの農村であり，農閑

期には戸主の70％が他県に出稼ぎ（酒造業，建築業）に行って生計を立てている。’66年から5年

間に人口は約30人，世帯数は5戸それぞれ離村により滅少しているe県内有数の豪雪地であり，雑
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貨商が1戸あるのみで，冬季はバスの便がとだえ，交通馴青，食糧流通事構は著しく悪い条件下に

おかれる。しかしながら，高度経済成長時代に即応してこの五年間に僻地住民の生活環境にもかな

りの変化が見られたeすなわち，学校給食の開始，保育所の設置，道路整備，モータリゼーショソ

（乗用箪保有率12．9％一》45．2％），家庭電化製品とくに電気冷蔵庫（43．　4％→87．1％）の普及，さ

らにL」P．ガス（38．7％→93，5％）等の普及がみられた。

　2．調　査　対　象

　3～6歳の健康な幼児約20名を対象としたeなお，幼児のいる家庭が限られているため悉皆調査

としたが，推計学的な検討を試みるのに十分な被検者数を確保することが困難であったことを付記

しておく。

　3．　調査時期および期間

　’66年度と’71年度のそれぞれ四季の各連続した3日間（通年12日間）で幽る。

　4．　調査内容および方法

　食餌摂坂量を国民栄養調査に準じた個入別秤量方式により調査し，そのうちより間食を抽禺し

て，三訂日本標準食晶成分表の成分値により栄養量を算出した。間食栄養の変動度については，’66

年度の摂取量を基準とする変動指数，および田村ら9）の「数値群パターン解析法」の適用によるパ

Pt　一一ン類似率の算定にょって検討した。

調　査　結　果

　r　間食の種類と間食費の変動

　対象児は，聞食として如何なる食品をどの程度摂取しているであろうか。3日間の間食の食品別

摂取頻度の順位を示したのが表1である。闘食の1人1日あたりの平均食品数は’66年に3品であ

ったのが，5年後に4品に増え，3目間の全対象児の延食品数は25品から30品に増えたが，それら

の食品について摂取頻度の高いものを第工位から第10位まで示したものである。例えば，夏の第1

位のせんべいは対象児20名中61％が摂坂しているこ一とを示す。ここで摂取頻度順位の異同が若干み

られるだ，主なものを拾ってみると，まず夏の聞食では粉末ジュース，トvト，おにぎりが5年後

には第10位以酋から消失し，代ってキャラメル，パソ，スキムミルク，牛乳などが上位に現われて

おり，飲料は瓶詰や缶詰のジュース類或は酸乳飲料が好まれるようになったQまた，秋の間食では

縫先でとれる柿や，自給のさつまいもが上位にあったのが，5年後には柿は第3位，さつまいもは

第10位となり，代って即席ラ・一・一メンや市販の菓子類がよく摂取されるようになった。年平均で観察

すると，せんべいは’66年，’71年共に第1位でよく利用されており，第2位以下については5年間

の時代の推移により流行的要素がかなり加わり，柿，かりんとう，だんご，餅などの素朴な間食は

余り好まれなくなる傾晦があり，代ってパンが第2位，みかん，牛乳等も上位に位置づけられるよ

うになった．しかしながら，牛乳は該地区では入手できず，ごく限られた幼児しか飲用することが

できない。図王は間食の摂取頻度の罰合を総揺したものである。いずれも菓子類が圧倒的に多く，
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i表1　山村幼児の間食の食品別摂取頻度の順位

一2ヲー一

夏 秋 年　　平、 均
年　　　度 順位

食　　　品
1摂取頻度（％）

食　　　　品
摂取頻度
i％） 食　　　品

摂取頻度
i％）

1 1 せ　ん　べ　い 61 柿 85 せ　ん　べ　い 60

2 アイスクリーム 61 りんご・梨 65 柿 43

・3 桃 57 せ　ん　べ　い 60 チョコレート 35

4 粉末ジュース 43 み　　か　　ん 55 り　　ん　　ご 33

1966　、
5 ビスケット類． 39 さつまいも 50 アイスクリーム 31

6 ト　　マ　　　ト 35 チョコレート 40 かりんとう 3G

7 かりんとう 35 だんご・餅 35 だんご・餅 29

8 チョコレート 30 キャ　ラメル 35 キャ　ラメル 29

9 パ　　　　　　　ン 26 ノく　　　　　　　ン 30 チュウイソガム 28

10 お　に　ぎ　り 26 牛　　　　乳 20 パ　　　　　　　：ノ 28

1 キャ　ラメル 62 せ　ん　べ　い 85 せ　ん　べ　い 56

2 ～く　　　　　　　ソ 54 りんご・梨 77 パ　　　　　　　ン 52

3 西　　瓜・桃 46 柿 69 り　　ん　　ご 48

4 せ　ん　べ　い 38 飴　　　　類 62 み　　か　　ん 些4

1971
5 チュウイソガム 38 　　　一Lャ　ラメル 62 キャ　ラメル 43

6 スキムミルク 38 み　　か　　ん 54 飴　　　　類 35

7 アイスクリーム 31 パ　　　　　　　ン 38 チ昌ウイソガム 33

8 飴　　　　類 31 即席ラーメソ 31 牛　　　　乳 29

9 牛　　　　乳 23 ようかん・最申 23 アイスクリーム 21

10 カ　ス　テ　ラ 15 さつまいも 15 ビスケヅト類 17

次いで果実類，乳類の順に摂取されており，東京都の成績1）（乳類35～40％，果実類26’v31％，某

子類13～16％の順）と対照的であった。

　　　　　　　　　　　　表2　山村幼児の1人1日当リの間食費の変動

聞　　食　　費

（円

山 1966夏 44．3　±　15．5

村 1971夏 80．9　±　3S．2

幼

児 変動指数 183

エ966年より5年後

の国民1人1日当

りの食費の変動指

数 （国民所得統計

年報）

問食費の食費に対す
る割合

　　　　　（％）
　35．5　　±　　12．0

　39．1　±　 13．9

110

食

i24．　S

206．S

　　費

　　（円）

±　3S．O

±　49．5

166

1S6
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　　　　　　　　　　　　　図1　山村幼児の問食の摂取頻度の割合（％）

　次に，聞食費の変動は表2に示す通りであるが，’66年に1入1日当り平MJ44．　3円であったのが，

．5年後に80．9円となり，5年間た1．83倍となった。ちなみに1人1日当りの食費は124．　8円が206．8

円となり，1．66倍になっている。また，同期聞の国民1人1日当りの食費の変動指数は国民所得統

計年報の数値より算定したところ1．86倍であり，山村幼児の間食費の変動にほぼ近似していた。な

お，闘食費の食費に対する割合は35，5％であったのが，5年後に39，1％にやや上昇していた。この

ことは先の間食食品の選択の推移からも窮われるところであって，対象児らは市販品でないと満足

しないということであり，このあたりに指導の余地が残されているものと思われる。堀江ら4）の岡

崎市内の保育園の調査成績でも幼児の關食は買って与えるが78％を占め，その上位5はアイスクリ

ーム，せんぺい，菓子パン，チョコレート，ガムとなっている。

　2．　間食の摂取食品の構成とその比較

　間食の食品群別摂取量にっいて示したのが表3である。季節別にそれぞれ特徴があるが，年平均

でみるとこの5年聞に穀類の米が減り，小麦が増えており，これはおにぎりや餅が減少してパンが

増えていることを表わし，またいも類が極めて少なくなったこと，菓子類は余り変動なく・飲料が

2催に増え，果実類が1．4倍に増えたこと，そして乳類が1／2に滅少したことなどが注目される現

象である。なお，油脂類や卵類が摂取されていないのは，聞食としてこれらの食品を用いて家庭で

作ることは殆んどないことを示している。
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表3　山村幼児の間食の食品群別摂取量

　一27－

（単位Gram）

春

夏

秋

冬

年
平
均

1966
197工
変動指数

1966
工971
変動指数

1966
1971
変動指数

1966
1971
変動指数

1966
1971
変動指数

穀　類

米レ戯
い
も
凝

砂
糖
類

O
り
4

1
轟
－
占

11

　　41
・・21393

7
■
0
σ
9

1
占
　
4
－
⊥
5
寸
⊥

－
占
4
－
占
8
0
μ

－
占
　

ρ
0

3
0
σ
7

1
占
　
窟
り

3
0
0
イ
τ

噌
↓
葭
U
23

27

120

2工

22

103

17

25

146

18・　　3

5　　2
283　　67

4
U
8
【
δ

　
　
2

　
　
1

一
〇
2
4

　
　
4

り
4
ρ
0

6

3
2
7

3

3

3

100

3

9

300

菓
子
類

¶
⊥
9
創
1
占

Q
げ
S
O
ゾ

飲

料

油
脂
類
豆
類

ol　。
1

釜i2
1

n
U
　
O

0

野
菜
類

∩
U
（
U

42　99
38　　9，

s判　91

・13・・5

2i　2
1

3
9
】
7

3

果
実
類

魚
介
類

89

92

103
0
0

肉卯

類類
乳
類

36

工el

2Sl

52

57

109

O

皇
Jg
J O
O

∩
り
0

gil

凸
U
　
ハ
U

n
U
∩
∪

e，　7

0．3

43

A
U
∩
U

O
J
一
〇
〇
〇

4
ワ
冒
■
b

O
P
「
D
3

3
3
0
㎡

－
占
4
り
ー
」

5
4
q
り2／1：：

16　　　118．　　91

。！　。　⑪

41　　0　　0

25

52

209

el　136i　o
ol　167　0

－－ @123　　一

ハ
U
ハ
U

0．9

0ユ

エ1

8　113　0。2

1　工55　0ユ

7i　137　44

n
り
O

O
O

0　　61

0　　20
－1　33

n
U
O
O
（
U

lio

54

49

一
a
3
1
占

ρ
0
3
一
窃

褒4．間食の摂取内容　　力ロリー給源食品とビタミン・ミネラル給源食品との摂取比率

年’ x　と

G　節　別

摂取した間食
ﾌ総量の平均
@　　　（9）

カロリー給源食品

「

鴇記給源餓

㌔判比（％）率 重（　　量　　　比X）　　　　（％）率

春
1966 原食　品　264．1

｣物換算　127ユ
13a1
P0＆S

l
l

13ao
h8．3

1
珪

工971
原　食　品　298．5
｣物換算　146、3

181．5

P29．6・
l
l

1工7．⑪

P住7
39
P1　’

夏
工966

原食　晶　2S2．2
｣物換算　　9且7

17乳6
V9．6
器 104．6

P3．1
萱

工971
原　食品　285．5
｣物換算　　S2．3

151．6

Uag
l
l

133．9
P且重
麺

秋

1966 原　食品　374．8
｣物換算　131．3

146．3
X5．3
l
l

22s．5

R6．G

塁
｝

1971 原　食　品　407渇
｣物換算　12a4

128．6

W5．2
器 279．0

S12
l
l

冬
工966

原　食晶　354．6
｣物換算　116．9

115．6

W3．9
l
l

239．0
R3．⑪

l
l

1971
原　食　品　323、5
｣物換算　1艇．1

11S．3

VZS
％ 205．2

R工．3
器

年
平
均

1966
原　食　品　319．⑪
｣物換箕　119．5

142．9

X4．2
鴇 176．1

Q5．3
l
l

1971 原　食　品　329．3
｣物換算　工152

145．2

W8．o
釜 1S哩．1

I7，2

塁
1
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　次に，間食は幼児食の一っとして食餌同様栄養的なバラソスのとれていることが望ましいので・

カロ’ 梶[給源食品とピタミソ・ミネラル給源食品を適宜組み合せて摂るように奨められている。そ

こで，山村幼児の聞食の摂取内容をこの観点より検討し，表4に示した。なお，ビタミン・ミネラ

ル給源食品は果実，牛乳等水分含有量の多いものが大部分であるので，乾物換算して原食品重量と

併せて表示した。春g夏と秋・冬で若干摂取比率の異同がみられるが，年平均でみると，カロリー

給源食品とビタミン・ミネラル給源食品の摂取比率は，原食品重量では4：5，乾物換算による重

量では約8：2であり1，5年後も殆んど変化は認め難かった。

　3．　間食による摂取栄養量の比較

　間食による摂i取栄養量を算出してまとめたのが表5であるe5年後にカルシウムとビタミソB2

（以下ピタミソはV，と略記す）が何れの季節も滅少しているのが注圏される他は，年平均の変動指

数が90から100を示す栄養素が60％あり，大きな変動は認め難い。特に熱量と糖質の5年後の変動

は殆んどなく，無意識のうちに聞食の量的なものが定着しているように思われて興味深い現象であ

った。表6は1日の総摂取栄養量に対する間食によるそれの比率を示したものである。その比率は

栄養素の稻類によって差異はあるが，おおむね16～47％（平均26．　8％）でやや高い数値を示してい

る。この事実は，幼児の栄甕管理上，「聞食のもつ意義とその重要性を示唆する庵のである。ここで

もっとも変動の著しかった栄養素はVB2であり，っいで脂肪，カルシウムおよびV・Aであった。

これらはいずれも5年前より比率が30～4G％低下しており，このうちV．B2とカルシウムについて

は乳類の摂取量が1／2に減少したことに原因しているものと思われる。以上の成績は平均値につい

表5　山村幼児の間食による摂取栄養量

ビ　　タ　　　ミ　　ン　　　栄養素別

N度・季節別

熱量（Ca1） たん白質
@（仔）
脂質
iの

糖質（牙） カルシウ
?@（組9）

鉄
（
m
g
）
A（1．U）　B1（m冨）　B2（mg）　C（mg）

春
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冬
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表6　1日の総摂取栄養量に対する間食によるそれの比率（％）

　　　　　栄礎素男1

N度・孝節別
熱量 たん白質 脂　肪 糖　質

カルシウ
鉄 V．A V．B1 V．B2 V．C

春

1966
P971
ﾏ動指数

3L3±1LI

S0．呂±12』

@　119

1呂，呂±10．7

Q｛．呂±12』

@　1言2

4駐．‘±1‘2

S1」±11」．5

@　go

34．4±呂．2

o4．1±14．4

@　撚

呂0，1±15、5

Q了．4±13．1

@
　
　
9
1
1

32．4±llj

Q7．7±1G渇

@　12・1

乱3±6』

R．2±5．6

@　呂B

跳了±1呂』

Q3．7±17」

@　100

20．5士12．4

@　84

2｛、4±1臥712乳8±2Lく

@　　　48』士訟4

@　　　　　151

夏

1966
P971
ﾏ動指数

2a1±1且ol

Q5．1±8．815．0±10』

@　lG臼　　　呂2

la仕1乱31棚±1肥

@　　　21．O±17．6

@　　　　　　6臼

2M±1tl
Q7．2±遺．3

@　99

30．臼±1呂．7

QL6±1乱2

@　71

2］．7±15．1

P6』±乱6

@　78

3臥5±2＆31

P1．1±6』

@　31

別」±19，0

P補±9．！

@　72

肱5±24．1

P52±10」

@　47

36』±35．3

T2．5±12．

@　駐

秋

1955
P971
ﾏ動指数

呂2．呂±5，4

R2．8±6．日

@　100

19．呂±10，臼

P9』±3』

@　96

聞，7±15．4

Q5、7±15，9

@　了o

3琶，3±1胴i

C乱7±呂2

@　107

言3．1±17、2

Q呂．τ±1L7

@　72

22』±9、8

Q2．6±呂．5

@　99

2了．7±14．4

@　56

32．3±19．o駐o，9±19．ε

@　　　　25』±5．6

@　　　　　　6註

26．8L19．4

P9、臼±9．・

@　73

75．O±20．9

?潤x±1砺』

@　57

冬

1日66

P971
ﾏ動指数

3‘，9±12，9

Q9、7±5．6

@　溺

22．7±1正2

P9』±10』

@　別

呂9．3±1甚、7

Q32±12．9

@　5日

a61±13』

RL了±5．9

@　96

59．7±15．2

≠Q．呂±1昌．呂

@　61

2‘．3±132

Q0．5±5．5

@　呂｛

21』±13．7

PL覗±10．6

@　54

29．δ±16．4

P乱呂±3．呂

@　61

40．9±12』

Q0』±1乱0

@　50

軋2±且2，

唐X．6±10．7

@　日o

年
平
均

1906
P971
ﾏ動指数

駐2．5±11、覗

≠Q2±呂．3

@　29

2櫨±ユo．7

P9．呂±9．1

@　認

38．9±15．2

Q7．5±14．9

@　71

3路±1曲

R倒±呂．Σ

@　103

書備±1日．9

墲S±14．守

@　73

21．6±1凱4

垂Q．B±鼠3

@　10億

23．1±】邑呂

Pa1±§．9

@　7書

2了．3±15』

ｰ1．仕9．0

@　7s

コ0．覗±17』

?据C±1L3

@　岱2

・15．5±24．4

S信、7±！呂．‘

@　103

ての数値であるが，対象児20名について各栄養素毎に変異係数を求めたところ，熱量と糖質の摂坂

量においては個人差が小さく，他の栄養素のそれは大きいことが知られ，殊にV．A，　V．B2および

カルシウムの摂坂量において個人差が顕著であった。

　4．　間食栄養パターンの変動状況

　さて，以上の分析は山村幼児の間食栄養について個々の食品や1固々の栄養素の変動状況にっいて

試みたものであるが，総体的なパターンとしての変動状況を把握すべく，変動度を型の如く算定し

てまとめたのが表7であるe闇食の食糧構成パターソの変動度は14，4％であり，工日の食餌を含め

　　　　　　　　　　　表7　1966年より5年後の山村幼児の間食栄養の変動状況

変動なしを100ﾆ
し
た
場
合
の
比
嵐
　
　
　
　
a
■
F

変　　動　　度　　1⑪0－a

間食の食糧構成パターンの変動
i1日の食糧構成パターンの変動）

　　（％）
r5．6
i92．4）

　　（％）

P4．4
i7．6）

間食による摂取栄謎量パターソの変動
i1日の総摂取栄餐量パターソの変動）

98．1
i99，1）

1．1
i0．9）

工日の総摂取栄養量における間食の占める比
ｦのパターンの変動

98．3 1．7

注．aは各変動指数が全て100（すなわち5年後の変動なし）の塀含を基準として，そ

　　れに対する類似を求め，百分率で示したものである。

類似率算定式S（A，B）＝c。sθ＝
嫡
、
Σ
同
／

焼
・
Σ
回
／　
｝
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Σ
回

／



一30一
県立新潟女子短期大学研究紀要第12集　1975

た鰯㈱パPt・一一ソのそれ（7．・6％）の宗勺2倍であった・これに対して獅栄養量パ斯ンの変動

度は1．1％であり，これはIHの総摂取栄養量パターンのそれ（O・・9％）≧弄謙等しく・極めて小さ

な変動といえよう。また，　1日の総摂取栄養量における間食の占める比率のパターンの変動度も

1i　7％と比較的低値であった。　Il寺代の変遷につれて食糧構成パター一一ンが変動しても，摂坂された栄

獲量のパタ」・・一一ソにはさしたる変動がみられず，山村幼児の間食栄養とし丁ほぼ一定の傾向を保持し

ていることは興味深く思われるが，これらの数値の意味するこ．との評価は，さらに数年後の調査な

らびに他の地区の幼児栄養の変動に照らしてからの検討に侯ちたい。

考 察

以上の如く，5年聞の棚の1撫こ即応して汕働児の隈の願内容にも変化がみられ・素

朴な手づくりの食品が減じて，より加工的即席的な食品へと移行してきていることが窺われたaし

たがってその食糧構成パターソの変動度は14．　4％と比較的高く，1Hの食餌を含めた食糧構成パタ

＿ソのそれの約2倍であった。しかしながら，カPリー給源食品とビタミン・ミネラル給源食品の

摂取比率は5年前と殆んど変らなかった。このため，關食による摂取栄養量には，一余り変動はな

く，そのパタ」・・－Pンとしての変動度は1．　1％と低値であった。さらに，工日の総摂取栄養量に占める

聞食栄養の比率16～47％（平均26．8％）は｝母子栄養指導で提示されている閲食力Pり一比（15

％），東京都の幼児の成績1）13～32％（平均20．2％），および武藤らの成績1°）（20～28％）と対比

するならばやや高値であったが，他方，これらの比率のパターンとしての変動度は1，　7％と低く，

5年間の変動は極めて小さいことが知られた。特に注目したいのは・問食による熱量と糖質の摂取

量が年平均で1日量の30％内外，同じくたん白質摂取量はZ日量の約20％であり，この比率が5年

前と全く変わっていないことである。このことは同様に，聞食の食品重量比（1日量の40％）に変

動のみられなかったことと関連して，山村幼児の要求する聞食の量はおおよそ一定しているものと

みなされる。ここでClara　Davisli）の実験で想起されるのは，乳幼児に何でも好きなように食べ

させておくと，ある時期をとらえてみると大変むら食いをするが，長期的に眺めると結構栄養の理

論にかなった食べ方をしていたという事実である。今回の調査成績の一部は彼女の説を支持するよ

うに思われた。ところで，山村幼児の間食栄養の現況からその改善策を立てるならば，牛乳の補給

により栄養的にバランスのとれた間食となり，．1日の総摂取栄獲パターンも著しく改善されること

は明白であるが，実際にはその理論よりも実践が極めて困難である。流通機構の整備や生産計画の

合理化により牛乳を入手できるようにするか，或は牛乳に代わる対象に適した栄薔食品の利用を奨

めるか，その他改善の方策は毬々考慮されようが，何よりも母親の自覚と実行を促す強力な指導性

が重要であろう。そして農業の基幹労働者でもある母親に生活時聞のゆとりを作り出してもらうた

めには，その家庭的，経済的，社会的背景にまで立ち入って協力する必要があろう。

　今回は特別に系統立てた栄養教育プPグラムを施さずに，時代の推移による山村幼児の間食栄養

の変容の実態を観察したが，今後の5年聞の栄養教育，なかんずく動物性たん韻・ヵルシウへ
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ピタミソ摂i取を中心としたより積極的な指導の展開により，

かを見守って行きたいe

要 約

どのような栄養改善の効果が得られる

　幼児の栄養摂坂に関する系統的研究の一端として，時代の変転による山村幼児の間食栄養の変化

を把握すべく，1966年度と1971年度について，3～6歳児約20名を対象として，四季の連続した3

日聞（通年12日間）の聞食の摂取状況を調査した。得られた結果より両年度間の変動指数を求め，

数値群パターン解析法を適用して，以下の成績を得たe

（1）山村幼児の聞食の摂取食品数は，1入1日当り平均3品から4品に増えた。

②　間食として選択される食品の種類が変わり，素朴な食最が減じて，より加工的即席的な食品へ

　と移行してきている。

（3）したがってその食糧構成パターソの変動度は14．　4％と比較的高値であり，1日の食餌を含めた

　食糧構i成パターンのそれの約2倍であった。しかしながら，間食の食品重量比（1日量の40％）

　ならびに，カPリー給源食品とビタミン・ミネラル給源食品の摂取比率は5年前と殆んど変らな

　かった。

（4）間食による摂取栄養量には余り変動はなく，そのパターンとしての変動度は1・1％と低値であ

　った。

｛5｝1日の総摂取栄養量における聞食栄養の占める比率（％）は熱量（32）とたん白質（20）は両

　年度間で変らず，脂肪39→28，糖質34－｝36，カルシウム37→26，鉄22→23，V・A22→16，　V・B，

　27－・21，V．B230→19，　V．C46→47であり，そのパターンとしての変動度は1・7％と低く，5年間

　の変動は極めて小さいことから，山村幼児の摂坂する間食の量はほぼ定着しているもののようで

　ある。

〔6｝間食費は44．　3円→80．9円と推移し，5年間で1．83倍となり，これは本邦の国民所得統計年報に

　よる国tt　1人当りの食費の同期間の変動指数とほぼ等しく，また，1日の食費に占める間食費の

　比率は35．5％一＞39．1％であったe

　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く

御礼申し上げます。また調査対象の家庭の方々の一年間にわたるご協力に深く感謝申し上げます。

　なお，本報告の概要は日本栄養・食糧学会第28回総会（1974年5月，東京都）にて講演した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献

1）東京都衛生局公衆衛生部：昭和47年度幼児栄養調査の結果

2）足立己幸他：第28回日本栄養・食糧学会総会講演集　P．4S，

3）根本八重手他：第20回日本栄餐改曹学会講演集，P．92．

4）堀江和代他：第20回口本栄餐改善学会講演集lP，9乞

5）和田サキ代：第20回EII本栄謎改善学会講演集，　P．93．
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